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広報渉外委員会
委員長 水原年貴　　編集長 中川浩司　副編集長 大塚健介　編集委員 上坂彰男　金子明日嘉　波多野裕人　中知哉

編集後記
二月は久々に日本各所で豪雪となり、京都も白銀の世界となりました。あちらこちらで子供達が雪合戦や雪だるまを作っている姿が見られ、思わず一緒に楽しんだ方が
多いのではないでしょうか。そんな中私達は３５周年記念式典に向け残り一カ月弱と控え、寒い中でも熱い想いで燃えております。（委員長　水原年貴）

地域諸団体紹介
桂川
クリーン大作戦

２月例会

１ 4

第
三
回
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ―

１

グ
ラ
ン
プ
リ

地
域
諸
団
体
紹
介

　

二
月
四
日(

火)

に
長
岡
京
市
産
業

文
化
会
館
に
お
い
て
第
一
回
目
の
乙
訓

Ｊ
Ｃ
説
明
会
が
行
わ
れ
、
今
回
は
十
名

も
の
多
く
の
入
会
候
補
者
に
参
加
し
て

頂
け
た
事
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

最
初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
か
ら
は
じ

ま
っ
た
説
明
会
で
し
た
が
、
自
己
紹
介
、

Ｊ
Ｃ
の
映
像
紹
介
や
委
員
会
の
活
動
紹

介
が
進
む
に
つ
れ
、
皆
さ
ん
も
次
第
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
懇
親
会
が
始
ま
る
こ

ろ
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
和

や
か
に
懇
親
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

少
し
で
も
多
く
の
方
に
乙
訓
青
年
会
議

所
の
事
業
や
活
動
を
紹
介
し
て
魅
力
を

知
っ
て
頂
き
、
共
に
行
動
出
来
る
仲
間

を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
度
、
会
員
拡
大
委
員
会
で
は
二

〇
名
の
会
員
拡
大
目
標
を
掲
げ
日
々
活

動
し
て
お
り
ま
す
。
乙
訓
青
年
会
議
所

で
は
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
乙
訓
青
年
会
議
所
事
務
局

（
〇
七
五―
九
五
七―

一
二
三
〇
）
ま
で

（
記
事　

大
塚
健
介
）

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
為
に

は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
次
代
を
担
う
子
ど

も
達
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
集
団

で
の
活
動
を
通
じ
て
、
協
調
性
や
規
律
、
愛

郷
心
や
思
い
や
り
の
精
神
を
養
い
心
身
共
に

育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

乙
訓
文
化
少
年
団
で
は
、
年
間
九
回
の
事
業

活
動
に
参
加
し
て
下
さ
る
団
員
（
募
集
対
象

小
学
生
一
年
生
〜
六
年
生
）
を
予
定
数
四
十

名
募
集
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
団
体
行
動
の
中

で
養
え
る
協
調
性
や
規
律
、
愛
郷
心
や
仲
間

に
対
す
る
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
持
っ
た
心

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
地
域
を
誇
り
に
思

え
る
子
ど
も
達
の
育
成
を
目
的
と
し
ま
た
、

保
護
者
様
に
参
加
頂
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
頂
く
事
も
目
的

と
考
え
て
お
り
ま
す
。。

　

ご
興
味
持
た
れ
た
方
は
ど
う
ぞ
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
青
少
年
育
成
委
員
会　

委
員
長　

谷
川
聡
）

　

二
月
二
十
二
日
土
曜
日
に
京
都
向
日
町
競

輪
場
に
て
激
辛
グ
ル
メ
日
本
一
を
決
定
す
る

「
第
三
回
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
乙
訓
青
年
会
議
所
も
協
賛

さ
せ
て
頂
き
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
各
所
で

活
躍
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
七
十
八
店
舗
の

ブ
ー
ス
が
出
店
さ
れ
「
辛
い
」
だ
け
じ
ゃ
な

い
「
旨
い
」
だ
け
じ
ゃ
物
足
り
な
い
、「
辛
旨
」

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
競
い
合
い
揚
げ
物
や
肉
料

理
、
カ
レ
ー
、
麺
類
な
ど
多
様
な
料
理
を
出

品
し
約
五
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
で
は
色
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
音
楽
を
演
奏
し
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、

会
場
に
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
カ
ラ
ッ
キ
ー
や
京

都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
の
パ
ー
サ
く
ん
達
も
練

り
歩
き
ち
び
っ
子
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
皆
様

が
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
府
立
向
陽
高
等
学
校
の
生
徒
さ

ん
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
、
地

域
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
へ
非
常
に
良

い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

に
は
田
中
理
事
長
も
登
壇
さ
れ
我
々
の
Ｐ
Ｒ

も
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の
元
気
な
姿
も
各
種
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
地
域
の
方
々
に

も
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
「
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
」

チ
キ
ン
南
蛮
カ
レ
ー
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
「
は

な
こ
」
黒
毛
和
牛
ス
ジ
カ
レ
ー
、三
位
「
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
バ
ー
ル
Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
Ｕ
Ｎ
」
健
民
旨

辛
麻
辣
め
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
支
援
、
御
協
力
、
そ
し
て
御
来
場
者
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

委
員
長　

南
出
高
志
）

　

　
「
親
子
竹
馬
教
室
」＆「
第
一
二
回
た
け
う
ま
全
国

大
会
」
が
一
月
二
十
六
日
（
日
）
向
日
市
立
向
陽
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
九

時
か
ら
の
「
親
子
竹
馬
教
室
」
で
は
向
日
市
商
工
会

青
年
部
員
の
指
導
の
下
、
た
く
さ
ん
の
親
子
が
た
け

う
ま
作
り
を
行
い
、午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
の「
第

一
二
回
た
け
う
ま
全
国
大
会
」
で
は
三
〇
メ
ー
ト
ル

走
、
障
害
物
競
走
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都
は
も
ち

ろ
ん
東
京
・
愛
知
等
か
ら
の
参
加
者
も
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
寒
空
の
下
で
し
た
が
非
常
に
盛
り
上
が
る
大
会

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
記
事　

大
塚
健
介
）

　

　

二
月
二
十
三
日

（
日
）
淀
川
河
川

公
園
に
て
「
第
七

回
桂
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
「
桂
川
流
域
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
主
催
の
事
業
で
今
回
七
回

目
と
な
り
乙
訓
青
年
会
議
所
も
毎
回
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
事
業
で
す
。

　

朝
早
く
か
ら
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が

中
心
と
な
り
駆
け
付
け
た
メ
ン
バ
ー
と

共
に
三
川
合
流
付
近
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
遠
目
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
川
の
そ
ば
へ
行
く
と
非
常
に
ゴ
ミ
が

多
く
、
全
て
を
拾
い
集
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間

で
精
一
杯
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
本
来
は
美
し
い
川
で
あ
っ
た
の
で

す
か
ら
元
に
戻
す
の
は
私
た
ち
の
使
命

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
こ
の
活
動
を
続
け
、
次
の
世

代
に
ゴ
ミ
の
な
い
綺
麗
な
川
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記
事　

中
川
浩
司
）

桂
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

た
け
う
ま
全
国
大
会

乙
訓
文
化
少
年
団
団
員
募
集

乙
訓
Ｊ
Ｃ
説
明
会

　
　

青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
は
「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
を
理
想
と
し
、「
奉
仕
・
修
練
・
友
情
」
を
信
条
と
し
て
様
々
な
活
動
を
し

て
い
る
青
年
経
済
人
の
集
ま
り
で
す
。
会
員
資
格
は
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
迄
と
年
齢
制
限
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
責
任
感
を
持
ち
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
産
業
を
担
う
青
年
経
済
人
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
、
よ
り
青
年
会
議
所
運
動
を
展
開
す
る
為
に
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、
共
に
夢
を
語
り
合
え
る
仲
間
と
し
て
Ｊ
Ｃ
の
扉
を
開
い
て
頂
け
る

事
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
乙
訓
青
年
会
議
所
で
は
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

ご
興
味
が
あ
る
方
は
公
益
社
団
法
人
乙
訓
青
年
会
議
所
事
務
局
（
〇
七
五―

九
五
七―

一
二
三
〇
）
ま
で

会員募集


